
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成27年度全国平均368.14 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 52.40 98.77 4,168 9,660 26.24

　経常収支比率については、平成２６年度以降単年
度収支は黒字となっています。累積欠損金比率は
０％で累積欠損金は発生していません。
　流動比率については、類似団体平均値よりも低い
ですが現時点では支払能力には問題はありません。
今後10年間は企業債の償還が増えるため現金が減少
する傾向にあり、給水収益とのバランス取りながら
の経営が必要です。
　企業債残高対給水収益比率は高いレベルですが減
少していく状況です。今後は給水収益も減少傾向が
予測されるため、適切な投資による適正な規模の資
産形成、整備更新が必要です。
　料金回収率は、１００%前後の状態であり給水収
益は適正であるといえます。給水原価は、平均値付
近で上下する状態でありますが、経費節減等による
経営努力が必要です。
　施設利用については、平均値より良い状態で推移
していますが6割弱の利用です。
　有収率は漏水により大きく落ち込みました。石綿
管などの老朽管による漏水箇所が要因になっている
ため修繕や管路の更新により対応し有収率の改善を
図ります。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

112.64 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
) －

法適用 水道事業 末端給水事業 A8 9,795 86.96

経営比較分析表
長野県　飯島町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

85.00

90.00

95.00

100.00

105.00

110.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 102.80 102.60 92.62 102.08 103.02

平均値 104.82 104.95 105.53 107.20 106.62

①経常収支比率(％)
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当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 26.83 26.81 28.31 13.46 12.59

0.00

20,000.00

40,000.00

60,000.00

80,000.00

100,000.00

120,000.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 110,957.22 8,420.46 18,495.55 374.56 380.59

平均値 1,197.11 1,002.64 1,164.51 434.72 416.14
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1,000.00

1,200.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 959.30 936.15 920.99 895.69 867.69

平均値 532.30 520.30 498.27 495.76 487.22

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

【113.56】 【0.87】 【262.74】 【276.38】

全体総括

　全体としては健全経営であると思われますが、管
路更新率が低く、更新投資の状態としては厳しく老
朽化が進む状態です。今後の更新投資のための資金
確保が課題でありますが、企業債残高は、高水準を
維持し、償還は平成36年にピークを迎え、支払によ
る現金の減少が見込まれること、人口減少による給
水収益の減など厳しい経営環境が続くことと予測さ
れます。このような状態の中でも適切な投資により
少しでも施設の更新を行い施設の維持に努めます。

「施設全体の減価償却の状況」 「管路の経年化の状況」 「管路の更新投資の実施状況」

2. 老朽化の状況について

　有形固定資産の減価償却率は増加傾向にあります
が、平均値は下回っている状況です。
　管路経年化率については、平均を下回り推移して
いますが、今後は経年による増加が見込まれ、管路
の更新が必要となります。管路更新率については
１％を切っており、すべての管理更新には膨大な時
間を必要としています。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「供給した配水量の効率性」

2. 老朽化の状況
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0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

45.00

50.00

H23 H24 H25 H26 H27
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当該値 8.23 7.78 6.33 8.47 9.70

平均値 6.81 8.41 8.72 9.86 11.16

82.00

84.00

86.00

88.00

90.00

92.00

94.00

96.00

98.00

100.00

102.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 100.78 100.58 89.61 99.30 100.85

平均値 90.17 90.69 90.64 93.66 92.76
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当該値 205.44 205.90 231.48 210.45 207.48

平均値 210.28 211.08 213.52 208.21 208.67
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当該値 70.05 75.36 78.29 77.87 72.54

平均値 78.70 80.01 79.98 79.48 79.30

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【89.95】【59.76】【163.72】【104.99】

【47.18】 【13.18】 【0.85】

※　平成23年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、管路経年化率及び管路更新率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成27年度全国平均

経営比較分析表
長野県　飯島町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

112.64 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
)

法非適用 下水道事業 公共下水道 Cd2 9,795 86.96

－

- 該当数値なし 56.83 100.00 4,752 5,558 3.01 1,846.51 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　収益的収支比率は、平成26年度より微増し0.49％
改善しました。しかし経営状況の改善には至ってい
ない状況です。改善の要因は、下水道への接続によ
る使用料収入の増加が要因です。しかし、起債の元
利償還や維持管理費は今後とも増加の傾向で、一般
会計からの繰入金に依存する状況に変化はありませ
ん。
　企業債残高対事業規模比率は、類似団体平均値よ
りかなり高い状態は昨年と変化がありません。
経費回収率は、下水道への接続の増加により年々増
加していますが、使用料では賄えない状況に変化は
ありません。劇的な改善は望めませんが、今後も汚
水処理費の節減や下水道接続の推進などの対策を実
施します。
　汚水処理原価は、類似団体平均値に比べ高い値と
なっており下水道への接続率の向上、維持管理費の
節減など対策が必要です。
　施設利用率は、類似団体平均値より高い状態で
年々利用率は上がっています。適切な施設規模を維
持するよう努めます。
　水洗化率は年々伸びていますが、7割弱であり更
なる水洗化率向上のためのＰＲが必要です。

「単年度の収支」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」
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①収益的収支比率(％)
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当該値 3,722.14 3,420.40 4,559.63 4,265.09 3,769.06

平均値 1,734.34 1,791.46 1,826.49 1,696.96 1,162.36

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

【763.62】

【94.73】【60.01】【139.70】【98.53】

該当数値なし 該当数値なし

2. 老朽化の状況について

　管渠改善率については、現時点では耐用年数超過
状態ではありません。施設は当初の供用から16年が
経過し、設備などが耐用年数を迎えつつあり更新の
必要があります。今後ストックマネジメント計画を
策定し、更新を計画的に実施する必要があります。
また、延命可能なものについては積極的に予防修繕
の実施により長寿命化を図ります。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

全体総括

　事業全体の運営と今後の見込については、一般会
計からの繰入金依存は続き、使用料収入のみの経営
は難しい状況です。今後、施設更新などの投資が必
要であり、財源の確保が課題です。また、少しでも
接続率を上げ使用料収入を増やすことが必要です。
しかしながら、人口流出、少子高齢化などによる人
口減による収入の落ち込みは避けることができない
ため、使用料の増加の見込は厳しい状況にありま
す。
　将来的には農業集落排水の統合も視野に入れ経営
改善を図る必要があります。
　今後は公営企業会計への移行の取組を行い経営の
透明性を図っていきます。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」
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①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【94.73】【60.01】【139.70】【98.53】

【0.23】

該当数値なし 該当数値なし

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。
※　平成23年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成27年度全国平均

経営比較分析表
長野県　飯島町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

112.64 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
)

法非適用 下水道事業 農業集落排水 F2 9,795 86.96

－

- 該当数値なし 19.78 100.00 4,752 1,934 0.95 2,035.79 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　収益的収支比率は、年々下がる中、今回は横ばい
となっています。しかし経営状況の改善には至らな
い状況です。要因は、起債償還や維持管理費の増加
です。使用料収入だけでは運営が不可能であり、一
般会計からの繰入金への依存はますます高くなるこ
とが予測されます。
　企業債残高対事業規模比率は類似団体平均値より
大幅に高い状態となっています。
　経費回収率は、昨年より減となっています。使用
料収入のみでは運営経費を賄えない状況です。汚水
処理費の節減などの対策が必要です。
　汚水処理原価は、類似団体平均値に比べ高い値と
なっており増加傾向にあります。維持管理費の節減
など対策が必要です。
　施設利用率は、昨年より上がりました。これは、
下水道への接続が増えたことなどによるものです。
水洗化率については８６％になり、今後の伸びは期
待できない状態です。残りの１４％については、高
齢者世帯等の増加により接続できない世帯が増えて
いることが要因です。

「単年度の収支」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」
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①収益的収支比率(％)
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当該値 3,391.33 4,999.78 5,002.69 4,634.15 4,346.36

平均値 1,224.75 1,144.05 1,117.11 1,044.80 1,081.80

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

【1,015.77】

【84.50】【52.74】【289.81】【52.78】

該当数値なし 該当数値なし

2. 老朽化の状況について

　管渠改善率は、現時点では耐用年数超過状態では
ありません。今後整備改築等が必要になることか
ら、最適整備構想策定により計画的な投資が必要で
す。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

全体総括

　事業全体の運営と今後の見込については、一般会
計からの繰入金依存は今後も続き、使用料収入のみ
の経営は難しい状況です。今後、施設更新などによ
り投資が必要であり、財源の確保が課題です。ま
た、少しでも接続率を上げ使用料収入を増やすこと
が必要ですが、人口流出、少子高齢化などによる人
口減による収入の落ち込みは避けることができない
ため、使用料の増加の見込は厳しい状況にありま
す。
　将来的には公共下水道への統合も視野に入れ経営
改善を図る必要があります。
　今後は公営企業会計への移行の取組を行い経営の
透明性を図っていきます。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」
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①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【84.50】【52.74】【289.81】【52.78】

【0.03】

該当数値なし 該当数値なし

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。
※　平成23年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。




